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サハラ砂漠のキャラバン・ルート

ーその歴史的展望(現代 3)

本稿は「サハラ砂漠のキャラパン・ルートーー

その歴史的展望(rtift) J (只咋地理第35り)， I[斗
(ql世)J(兵庫地問第36号)， IIri] (近代)J (兵庫

史学研究第36弓)， Irri] (現代 1) J (兵咋地問第37

サ)， l[riJ (現代 2)J (兵庫史学研究第38り)の続

編であり，今回をもって，別段階でのうヒ車内とする。

はじめに

サハラ砂漠のキャラバン・ルート l二のうと易活動

は，ノト[11:紀前、r-の激動の時-代を経て， Lとして長

距離交易から地域1m交易へとその性格を変動させ

てきたこと，及びその状況は外地域によってさ

まざまに見なることはすでに凡てきたとおりであ

るOl) とくに前[Il[はビノレマ， ファシ， アマドロー

ル，テキダ・ンテスムなどの出鉱をめぐって顕著

な地域間交易の|略慌をみせる現代ニジエールの場

合にf主人，'，\をあてて述べてきた 2) 今 r~ll はモロッコ
とマリにおけるサハラ砂漠のキャラバン・ルート

のうど弘前動の現状について概述する。

モロッコの場介はその交弘前動が， フランスの

保護側化政策などにより大きな影響をこうむり，

その後の国家間の政治的対点の深刻化などに伴っ

て以辺を余儀なくされた事例であり，またマリの

場介はトラックによる輸送の近代化をほぼ定着さ

せた|内部ガオを拠点とした交弘活動の宇例である。

前lulでも述べたとおり， もとよりこれでもってサ

ハラ砂漠のキャラバン・ルート Lの交易活動の悟

史と現イ1:の全体像を描ききったと述べるつもりは

なく，そのためにはさらに'た，;11:1下jなフィールド・

ワークと論考を砧みiftねなければならないことは

いうまでもない。

1 モロッコを基点としたキャラバン・ルートの

交易活動(近現代)

サハラ砂漠のキャラバン・ルートのうちで最も

西に位置するモロッコをJ以j法~I点l

世紀;末4末くから今F桁T紀にかけてどど、のような交ι弘;活E到動封訪jが
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行なわれてきたのか。汁時の政治・経済・tI:会状

勢の変動と絡めて整聞してみよう O

1591"f，同アフリカのソンガイ巾国を滅亡にili

いやったモロソコ・サード朝のサハラ遠fIE以後，

両スーダン)j面の合の相渇化に(、vって， このl凡iの

jレートのrTi:要'性が低ドしてきたことは否めない。

モロッコ側からの政治的影響力も次第に薄れ，そ

のためこの地域での外部族問の抗争が激化していっ

たことはすでに述べたが 3) 17 !IJ:紀末には， I[ J !lt 

liij平に交易の要衝として繁栄したシジルマサ川辺

のタフィラル卜を rl'J!:'、にアラウィ一朝(l668~) 

が諸部族を統指して新 E朝を創I没した。アラウィ一

朝はアトラスを越えて北に位置するメクネスを庁

部として，モロソコ令:Uこ版図を拡げることにな

る 4) 雨)jのサハラを越えて阿スーダンに!I'(結す

るルートは，金の流人こそとだえたが，小瓦・出・

果物・乾燥ブドウ・ ~I，~や鉄の加 I "}lIlJ・宝石・ 1，jそ

の他のモロソコfsiidh!JX:は海路と港を経由して人っ

てきたヨーロソノ\'，f~j r'II'J の流t+\r Iとして，依然とし

て重要性は以えていなかったので，アラウィ一朗

はこの交易ルートを芋:保しようとしたことは怨像

に難くない。マグレブの商品をIl;~~ に必要としてき

たl珂スーダンとの関係においても判に拡がるサ

ハラはモロソコ歴代の王朝支配を通して，その独

1'[の発以と繁栄をυJ能にする重要な役割lを泌じて

きたのであった。5)

17561ド， アラウィ一朗のスルタン，モハメッド・

ベン・アブドッラーはエッソウィラ(モガドー/レ)

の港を築き， ヨーロッパとのうど易関係を強化し，

経済的繁栄をもたらした0
6
)19!1':紀初頭から、j':ば.

にかけて，ルネ・カイエi)やノ、インリヒ・バル

ト8)やヨーロソパ人探検家が[J撃したような， ト

ンブクトウで取り引きされていた数多くの，{Hill'，(ま，

このエッソウィラやその市のアガディール， ウェ

ド・ノウンなどの港に到着し，キャラバンによっ

てサハラ越えで輸送されてきたものであろう O モ

ロッコとトンブクトウを市古..5:::キャラバン・ルー卜



は，前述のように，この地域での部族問の抗争と

ルート上での略奪をのがれるために，大きな迂回

も止むを得なかった09) エッソウィラの港を築い

たモハメッド・ベン・アブドッラーはサハラ縦断

交易の安全を保証するため，地方の首長との関係

を強化することに努めた。エッソウィラの港は，

ヨーロッパの商人とサハラを渡りアトラスを越え

てきた西スーダン方面からのキャラパンを同時に

受け入れた。それ以後モロッコは， 1894年，フラ

ンス軍がトンブクトウを占領するまでは，西スー

ダンの主要な顧客であり続けた。10)

モロッコから西スーダンに至るサハラ砂漠のキャ

ラパン・ルートは，大別して東と西のルートがあ

り，東のルートの北の終着点はタフィラルトであっ

た。11)タフィラルトの主要マーケットであり，か

つてのシジルマサの跡地にたつアボウ・アムを発っ

たキャラパンは，低地ドラ渓谷に沿って南西方向

に進み， タタ，アッカを経由し，テインドーフに

向かう O ここから向きを南東方向に変え，タウデ

ニ，アラウワンを経てトンブクトウに至るo12) ま

たドラ渓谷からエルグ・イギデ越えでタウデニに

向かうルートもあった。 1804年から翌年にかけて

マラケシュからトンブクトウへ旅したG・ディヴァ

./t .. 也‘J..~
行ノ(トンブクトゥ)

ルドゥンはこのルートをたどったことを記してい

る。13) またタフィラルトから南東方向に，サオウ

ラ渓谷に沿って，イグリ，ベニ・アッパースのオ

アシスを経由し， トゥアトに至るルート，また，

南のタベルパラを経由してトゥアトの北のゴウラ

ラに達し 14) トゥアトからトンブクトゥ， もしく

はカノへ向かうルートも聞かれていた15) (第 1図)。

タフィラルトからトンブクトウへの行程は通常40

.......60日であった。16)

西のルートの北の終着点は，アルジエリア南西

部のテインドーフ，モロッコ南部のグリミヌなど

であり，そこからエッサウィラやアガディールな

どの港をめざす。アラブ系部族のタジャカントに

よって1852年に築かれた町テインドーフは，スペ

イン風中庭，列柱，アーケード，高い天井などさ

まざまな装飾を伴ったモロッコ様式を思わせる裕

福な住民の町であり，キャラパン交易から大きな

利益を上げていた。17) また，グリミヌも月に一度，

大規模なラクダ市の聞かれるキャラパン・ルート

の重要拠点であった。18) テインドーフからは先述

のように，タウデニ，アラウアンを経由してトン

ブクトウを目指すルートが南に向かっていたが，

ここから現在のモーリタニア方面に向かう西のルー

，
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第 1図 モロッコ南東部タフィラル卜のアボウ・アムを起点としたサハラ越え交易ルート

Dunn， R.E. : The Trade of Tafilalt ; African Historical Studies， 1971より
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卜も聞かれていた。19) テインドーフから，現紅の

モーリタニアとサハラ・アラブ共和国のほぼ同境

行}~ ¥に南下し，イジルの塩鉱に近いズエラートを

経山して， シンゲッティ，アタール， ワダン，さ

らにはその南のティクジャ，ティシト， ワラタな

どのオアシス都市に向かうルートである(第 1凶)。

特にシンゲッティは，イジルの塩鉱から運ばれて

きた塩の市場として，経済的にif(要なキャラパン・

/レート上の拠点であり，メッカに向かうキャラノ〈

ンの出発点としてもよく知られた町である020)

19世紀末には， 1830年のアルジエリア侵入以来，

この地域の植民地化を推し進めようとするフラン

ス勢力と， この地域を支配しはじめていた遊牧集

IJ]テクナ系タルフィヤとモロッコ・アラウィ一朝

スルタンの Lつどもえの対立が激化し 21)この西

サハラルートの治安は悪化し，交易活動は衰退し

はじめる O

フランスと [u]時併行して，モロッコの植民地化

を推し進めてきたスペイン勢力は， フランスが先

述のシンゲッティを占領したとき， リオ・デ・オ

ロ湾の居留地から移動し， 1906年にはサハラ侵略

部隊を組織し，内陸へ30km侵入した。 22) やがて

1912年 3月のフェズ条約と同年11月の仏西条約に

よって， 1923年に同際管理地以となるタンジャを

除いて，モロッコのスルタンは全十.をフランス，

スペインの保護卜におかれる条約に調印せねばな

らなかった 23) モーリタニアからスペイン合員両ア

フリカにかけては，内陸の部族の抵抗運動はその

後も継続し，フランスとスペインは， 1923年になっ

てようやくその鎮圧に成功することになる024) 西

サハラのキャラパン・ルート 1--の交易活動は，ス

ペイン勢力のイニシアティブにより海上交易にとっ

てかわられ，その終罵を早めることになる O

、自然のことながら，アルジエリアの植民地化に

伴って，モロソコへも経済的侵入を企てたフラン

ス勢力の動きは，先述の東のルートにも大きな影

響力を及ぼしはじめる O 先述のように， 19世紀前

平には，エッサウィラの港には，ガラス細工品や

琉泊，紙，銃などのヨーロ y パ製の商品25) や，

茶や砂糖などのヨーロッパ経111の商品がもたらさ

れ，加えて織物や手 L芸品などモロッコ製の商品

などが，毎年数千頭に及ぶラクダのキャラパンに

よって南へ輸送され，帰途にはゴム， ダチョウの

羽根などと共に奴持も依然として高価な商品とし

3 

てもたらされ続けていた。 19世紀の半ばまでは，

フィラーリと呼ばれるタフィラル卜の商人も， ト

ンブクトゥに商業的代理人を住まわせ， トウアト

経山で奴隷交易に携わっていた026)1840年から

1855年にかけて，この奴隷交易は頂点に達し，年

間3，500'-""4，000人の奴隷がモロッコにもたらされ

た027)1860年代にも年間500'-""1，000人がモロッコ

へもたらされ， 2 '-""300人がタフィラルトとフェ

ズで売却された028) タフィラルトは奴隷にとって

は休息地でもあり，ルート上の移動で損ねた健康

を回復し，さらにマグレブの風習にも慣れ，アラ

ビア語を学んだあと，さらに高額でマラケシュや

フェズに売却されていったという029)1875年から

85年にかけても，テインドーフには毎年同じく 500

'-""1，000人の奴隷がもたらされ， 1880年から1900

年にかけてはタフィラルトのアボウ・アムには年

間 2'-""300人の奴隷がもたらされていた。 1894年

のフランス'車のトンブクトゥ占領と1900年のトゥ

アト占領，および保護領政府による奴隷交易に対

する違法宣言 0912年)によって，奴隷交易には

終止符がうたれるが， これは表向きのことであり，

実際にはルート上でのフランス勢力による監視体

制の不備もあって， 1932年のフランスによるタフィ

ラル卜占領まで奴隷の取り引きは続けられてい

た。30)

タフィラル卜には非モスリムのユダヤ人が19世

紀後半には約6，000入居住し，宝石商や靴屋を営

むと共に，商人として交易活動にも参加してい

た031) 現在でも，アトラス山脈南縁に沿って，か

なりの数のユダヤ人が在住している。筆者はザゴ

うという町に近いアメルズという村で， 1822年に

入ってきたユダヤ人によって建てられたというシ

ナゴーグ(ユダヤ教会)を見かけたことがあるO

すでに18世紀末のメッカ巡礼の記録としてアル・

ワルテイラーニの例を示したが 32) タフィラルト

にもメ y 力への巡礼に伴う東西方向のキャラバン・

jレートが通じていた。マラケシュやドラ， スース

などから巡礼者がタフィラルトに集まり，フィギィ

グ， ガフサ， ビスクラ，或はワルグうからネフタ，

もしくはトウアトからネフタ，ガベスを経てチュ

ニジアからトリポリタニアへ向かいメッカをめざ

す(第 1図)。巡礼者はモロソコの商品として生

皮などを運び，ルート Lでバーターを1f~ ¥旅行費

用をっくり出していた。メッカ巡礼を終えた彼ら



はコーランをはじめ，香料，香水，絹やインドの

製品，アビシニア，ボルヌーの奴隷など高価な賛

沢品類を持ち帰った。しかしこの東西のキャラパ

ン・ルート上の交易活動は，植民地化の進行など

政治的諸条件の悪化，海上ルートの発達などによ

り，やがて衰退していくことになる。33)

さて1887年にはアルジエリア鉄道が地中海岸の

オランからアイン・セフラへ開通し(第 2図)， 

1900年以後には， タフィラル卜のアボウ・アムか

ら2"""'3日行程のところにつくられたフランス守

備隊のマーケットが機能しはじめた034) フィラー

リたちはキャラパンでフランス軍駐屯地を訪れ，

鉄道でもたらされたヨーロッパ商品を購入したり，

地方生産物との交換をはじめることになる035) か

つてフィラーリたちは，まだ染めていない生皮や

デーツをアトラス越えで， フェズやマラケシュ，

メクネス方面へ輸出し，英仏スペインとの商業条

約により低価格で， これらの町に入ってきたヨー

ロッパ産の綿製品やコーヒー， ローソク，武器や

ヨーロッパ経由でもたらされ， 19世紀には至ると

ころで必需品となっていた茶や砂糖，香料，及び

靴，ベルト，銅，真ちゅう，敷物，本，口装銃な

... 

どのモロッコ商品をタフィラルト方面に持ち帰っ

ていた，またフェズ、からはファシスと呼ばれる商

人やユダヤ人が，これらの商品をタフィラルトに

もたらし生皮やデーツを持ち帰っていた。フェ

ズータフィラノレト聞は650kmの距離があり， 50，.....， 

100頭のロパを連ねたキャラパンでは通常11，.....，20

日の行程であった。双方の聞には，アトラス越え

の危険防止のために，アトラス諸部族に通行税を

支払い，武装集団による保護を受けたりする手段

が講じられた。また，支払いには小切手が使われ，

商取引を終えて，それぞれ帰り着いた町で現金化

することも出来るようになっていた。しかし，鉄

道の開通とフランス軍駐屯地の設営は，フィラー

リたちの商品購入先の方向を逆転し， このアトラ

ス越え交易もまた衰退していくことになる036)

モロッコ南東部にはステップ，砂漠の中に点在

するオアシスをつなぐ交易ネットワークがあり，

定期市がその継がりの重要な役割を担っていた。

各市は領域内での週の特定の日に，商人たちの移

動日程に無理ないように組まれ，巡回商人たちは

モロッコや北から輸入したヨーロッパの工業品を

各地にもたらしていた。彼らは 2，.....， 3頭のロパか

第 2図 アトラス越え交易と地域間交易の諸ルート

Dunn， R. E. : The Trade of Tafilalt ; African Historical Studies， 1972より
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ら200slji以上のラクダにでる大小のキャラパンを

組織し 11与には砂漠を越えて卜ゥアト }j[而にもlilJ

い， トゥア卜からはデーツやへンナ， タバコ， 下

もなどを輸入していた。オアシス農耕民とステソ

フ。，砂漠に fì~む遊牧民とのf[日には協力な経済的依

存関係があることは，すでにニジエールの例でも

見てきたことであるが， この定期市は家畜と羊毛

を穀物とデーツ，その仙の|向日1と取1)Iしようとす

る遊牧民にとっても経済的に竜要な怠l床をむし，

現在にでるまでその出回jは以返することなく持続

している:37)

さて， 18871-ドのオランからアイン・セフラまで

の鉄道の開通は， フランス 'If(のアルジエリア南部

への移動を'内坊にし，やがて1900年のトゥアト L'j 

制につながる O 以後フランス'I:sはモロッコ南東部

へのも;，人をも{iでて始め， この軍事的{公攻に伴って，

モロ y コ|半L4心部とトゥアト}j[fJIとのつながりはと

だえてしまう O フランス勢力によって敷設されつ

つあった鉄道は，さらに{Ji'びて1903{!:にはフィギー

グに近いベニ・オウニフへ， さらに1905年にはコ

ロンブ・ベシヤールまで述し(第 21ヌ1)， これら

の地にはdj場が開設され，市駐屯地と定期的なコ

ンボイ・サービスでA*，liされる O これらの地方都

市はやがて新興商業都市として発展しはじめるこ

とになる O ヨーロッパ[r~jill" ts.フェズやマラケシュ

を通さずに， [1'(接アルジエリアに流入しはじめ，

これらの動きは先述のアトラス越え交弘の長退を

さらに}J[[辿化することになる O

1900{rの卜ゥア卜 J'j何i(こ続くフランス可fによる

モロソコ {1人に対して，モロソコの人々は子をこ

まねいていたわけではなかった。タフィラルトに

はレジスタンスの非公式な本部がおかれ，アイト・

カパソシュなどベルベル系遊牧民の時奪隊が， フ

ランス市馬t屯地やコンボイに対する襲撃を開始し

た。この動きは新たにうとM活動を開始しようとし

たフエラーリに打撃を lj-え， ヨーロッノマ商品の輸

入交易の:tlt~ i子として新たにトゥアト}，司辺に肘{t

し，小光i井jを営んでいたアルジエリアのユダヤ人

やベルベル系ムサブ人たちが怪場してくる O 先述

のタフィラルトイl:{tのユダヤ人もアルジエリアに

移住し， タフィラルトの経済に重大な削失を与え

ることになる O しかし， フエラーリはやがてこの

忠化した状川のL!Jから ¥'rち[l'{り，デーツや皮革，

家畜， 下巴などをフランス'ポ駐屯地のdj場にもた
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らし続けていた038)

フランス人のモロソコ初代総督リュオティ将軍

は， レジスタンス活動の続くタフィラルトの軍事

的な鎮圧が|材難であったので，現地の伝統的社会

慣習などを母宅:しながら， [?'可業・社会・文化的な

発出を支え，その支配力を侵透させていこうとす

る融和政策を実施した 39) パし 1かえれば， タフィ

ラルトが11日]1えされないならば，茶や砂税lfでそその

かそうというY:，.え方であった。フィラーリがその

うど易活動を維持することが11¥来たのはリュオティ

将軍の政策によるところが大きし iO 1908Wには大

平のタフィラル卜の住民は抵抗を断念することに

なり，先述の1912年のモロッコの大半をフランス

保護領とするηιにつながることになる。しかし，

このリュオティ将軍の融和政策も，先述のアイ卜・

力パッシュなどのベルベル系遊牧民放にはi垣間せ

ず，彼らはジィズ川沿L、に進むフィラーリのキャ

ラバンを襲撃し続けた。フランス軍は19日'ry，エ

ルフードに駐屯所を設置し，軍事的鎮J!:を強化し，

1932年にはタフィラル卜を合むモロッコ I半1'.iL部の

ほぼ大、V:のJ'i伺を終える O やがてアトラス }jr面の

Jlj傾も完 fし，先述のアトラス越え交易もフラン

ス市によって治交が維持され，安全なil::米が回復

されることになるO フランス勢力によってアトラ

ス方面につくられた道路は， タフィラルトを次第

にアトラス以北のモロッコと[ffi業的に継ぎはじめ，

また第 a次大戦後にはトラックの導入が経済生活

を新様式に変'H-しはじめる O このためタフィラル

ト トゥア卜 11日の交易の作花開由が希法化し，先

id3のオアシス農耕民と砂淡， ステソフ。の遊牧民と

の地域間交易を除いて， このルー卜 Lのサハラ縦

断交易の歴史は，またひとたび幕をドすことにな
る 40)

この後，モロッコにはフランス人による本格的

な入植活動が開始し， 1921年には46)j人以上のフ

ランス人がモロッコに肘住することになる 41)第

;次大戦を料てモロッコ人大衆は保護制政府によ

る({鬼偏)のスルタンへの不服従， フランス商品

のボイコッ卜，街頭デモなど一連の独江運動を展

開し， 1956{ドにフランスとの問に独立協定が結ば

れ， 1912年以来の保護保i条約が廃棄されることに

なる 42)

やがて1962年， Iアルジェの戦Lリを粁て， フ

ランスから独江を勝ち似たアルジエリアとのr:日に



国境が画定され，両国間の自由な往来には制限が

加えられはじめ，モロッコ南東部とサハラの結び

つきはさらに薄らいだものとなってくる O また

1973年に創設されたポリサリオ戦線はかつてのス

ペイン領サハラ，西サハラの領有を宣言し， 1976 

年にはアラブ・サハラ民主共和国の成立を宣言す

る。43) これを指示するアルジエリアと， これを認

めようとしないモロッコとの間にも対立が生じ，

南東部での国境を越えての自由な往来は，状況的

にますます困難な度合いを深めることになる。

アルジエリア側では，石油輸送の活発化に伴っ

て，独立後もフランス資本の協力の下に舗装道路

の敷設が進み，鉄道の終点ベシヤールから卜ゥア

ト南部のアドラルに継がる道路も入念な調査の後，

敷設に至った044) しかし，モロッコ南東部とアル

ジエリア聞を結ぶ舗装道路は今だに着工に至って

いな L、。
モロッコにとっても，その南に拡がるサハラの

世界は，農耕民と遊牧民の関係を引き合いに出す

までもなく，無数の経済的ネットワークを踏まえ

た相互依存関係が半永久的に持続しているもので

あるだけに，将来は国家的対立を超えた交易活動

を内含したコミュニケーション・ネットワークが

復活する可能性は十分にありうると考えられよ

うO ) 

2. マリ(ガオ)を基点としたキャラパン・ルー

ト上の交易活動(現代)

トンブクトゥからニジエール川湾曲部に沿って

東へ424kmの地点に，サハラ砂漠のキャラパン・

ノレートの重要な交易都市ガオがある O 現在のマリ

共和国内にあるガオの町はニジエール川がその流

れを東から南に向きを変えたところに，川の左岸

に沿って，南北に約 8km，東西に約 3kmにわたっ

て拡がる人口約 4万人の町である(第 3図)。ま

た， タウデニの塩鉱からアザライによって運ばれ

てきた塩は，さらにこのニジエール川をピロッグ

(小舟)によって運ばれる。ガオはその塩の重要

な消費地でもあるO

9世紀のアラブ人地理学者アル・ヤクービーは

「ブルダンの書」で，ガーナに隣接した大きな国

家としてカウカウの名をあげている。46) 交易都市

国家カウカウ(ガオ)の存在が世に知られるよう

になったのは， この 9世紀以降であろう O 当時北

説|刻

空港へ

第 3図 ガ オ (GAO)市街図

写真 1 ガオにあるアスキア・モハメッドの墓

(筆者撮影)

アフリカのベルベル系部族の政治・宗教の中心地

はターへルトであった。ターへルトはやがて南の

交易都市シジルマサと密接な継がりを持ちはじめ，

商業的繁栄を享受し，中世のサハラ長距離交易の
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拠点として知られるようになる17)このターへル

トから 11\発したキャラバンがめざした|判の終者}\l\~

はガーナとこのカウカウ(ガオ)であったことは

疑いなL、。 1353年にこの地を訪れたイブン・バト

ウタはガウガウという名で， このガオについての

li~~を残している 1H) 1357年ソンガイ人によって，

マリ jlf川klから独ιを)]券ちとられたガオは15j1t*己

に人ると本絡的な党以をとけ、， ソンガイ E国の斤

伺iとして， 1453{ドEfウ:についたアスキア・モハメ

ドの|時代にその最盛)引を迎える。1~))このアスキア・

モハメドのんきな哀はノトでもガオのlHJの北の一角

にその安をとどめている (η克)。ガオは1591年

サード刊jモロッコ，アル・マンスールの軍隊に，'i

傾され:i(J)1IIIItサハラ長日I(離交易はひとたび幕を

ドろすことになるが，近代に人ってからはフラン

スによる制民地統治卜で， IJLiのトンブクトゥと共

に，やがて交易 Lの ITi:叫な拠点としての役割jを1111

復していくことになる o 1924年から1938年にかけ

ては， フランス系向社のソシエテ・トランスサハ

リアン， 1938Wから1948Wにかけてはソシエテ・

トランスアフリカンのイニシアティブのトに，ア

ルジエリア)jl(liからはデーツ・タバコ・紋訟など

が，マリ}j1(IIからはラクダ・下・ピーナッツ・ナッ

ツなどが，それぞれトラックで輸送されていたと

いう:ili 今IIIJ己第一次大戦以後のサハラ{沙漠には

トラックが導入され始め，キャラバンによる商JIll

の輸活状況が大きく変科してきた。ニジエール}j

liliで、もテイネレ砂漠を越えて，アガデスとビルマ，

ファシを布r'i.s~キャラノ〈ン・ルートに， また， アガ

デスとインガルやテキ夕、のl1nU11を出Iijぷキャラバン・

/レートに， さらに|半jのダメルグ， ジング一方而，

11与には北ナイジエリアのカノ， ソコト}j1(IIIこ， ま

たJヒのI半jアルジエリアのトゥアト}j111IにIIIJかうキャ

ラパン・ルートに， .fJlイLかなりのijtのlJPjillI11のトラソ

クによる輸送が行われていることもすでにみてき

た。52)

他)j，マリでは"I¥ 11:以米築き上げられてきたサ

ハラ交弘の伝統的な子itを受け継ーぐものとしてト

ンブクトゥを拠点としたラクダによる院の輸送

(アザ、ライ)についてもすでにみてきたので 5:n

ここでは別手t:のサハラ砂漠のキャラパン・ルート

1.の軍要な交易都市であるガオを拠点とした，ア

ザライとは対照的な， Lとしてトラックによる昨j

JIllの輸送状況について述べてみよう O
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以ドの|付'内は宅者が1986'rj:11]]24 1 Iから12JJ20

11 まで，ガオに滞在し，実胞した調布に )I~づ、くも

のである:i~) 

現在ガオからサハラを越えてアルジエリア}jIflJ
へ121Jかうトラックはアドラル(ガオから1508km)

とタマンラセット(1，180km) をその 11的地とし

ているo ĤJi'は1979'rf8 ) j，アルジエリアのアゴ

ウドジム・タハールという民間会社の所イiする2

f?のメルセデス・ベンツのトラック lにこ斗IliJ耳采ミ-して，

ガガ、オ アドラル問を移5到動ジ訪JしたO このとき lは土7f川!の

{千h一]汗j

いう O またタマンラセットまでは 4----5 1 fの1J: fll~ 

である O トラック一台には述転手のほか，数人の

助千とアルジエリア方IflIへの山稼ぎの労働省，時

には一人あたり 35，000Fcfa文払った旅行T行がIrD乗

する 55) 輸送される尚川は，マリ，アルジエリア

Ida国間の取り決めにより， 1986年現イ1:アルジエリ

ア側からはデーツ，マリ側からはラクダと下のみ

が合法的に認められ，他のIrfiiJJ1Iの輪山人は特別な

必i司のない限り，全てl密輸とみなされる O ラクダ

はかつては輸送の手段であったが，今はliii述のよ

うにアルジエリア南部での食肉の需要のJ:l/1}JIIによ

り 56) 輸送の対象となってしまっている。輸送の

子段は無論10----30t積みの卜ラックである O

ガオの税関で見せてもらったリストには，最近

までアルジエリアからマリにもたらされていた r~~î

lullとして，ぶどう酒，オレンジ，ジュース，オリー

ブ， ビスケソ卜，保存食，出，靴， 11J，化学製品，

ガラス製JIllI， ラジオなど30頃1Iが上げられていた。

逆にマリからアルジエリアにもたらされていた向

川のリストには， ピーナソツ，茶，米，丹料，果

物， !TIf菜，へンナ， タバコ，なめし!支，アラビア

ゴムなど23JIiI 1が上げられていた。

|斗じくガオの税関で閲覧をd'午された1986年の l

)Jから 6) Jまでのデーツの輸入総量は2586tで総

街:i372，384，000Fcfa(1 kgあたり 144Fcfa)であっ

た 57) アルジエリアでの購入価格は 1kgあたり l

ディナール (86'rド叶 11年91Fcfa-ガオのアルジエ

リア領事館の公ノjミによる)である O 輸入関税とし

て 1kgあたり 30Fcfa徴収されるので， ガオの市

場で-の小売価格は経費，利益を上乗せして200----

250Fcfaとなる O 筆者がガオのマーケッ卜を訪れ

た時には， とれたてのデーツがlkgあたり200Fcfa，

乾燥デーツが350Fcfaで、光られていた O しかし



1982年以後アルジエリア政府は，民間からデーツ

を買い上げ， ヨーロッパ方面への輸出をはじめた

ので，マリ，ニジエール方面へ回される量は減少

しているという O

また，同じく税関とONT(Loffice Notional 

du Transport)で閲覧を許された1984年から1986

年までの， トラックによるラクダと羊の輸出数の

集計を第 1表に示す。

第 1表 トラックによるラクダと羊の輸出数

ラクダ 10頭
1984年

ヒツ ジ 3，785頭

ラクダ 457頭
1985年

ヒツジ 4，784頭

1986年 ラクダ 974頭
( 1月---11月) ヒツジ 2，406頭

1986年 1月から 6月までの集計数は，税関では

ラクダ894頭 (223，500kg)，羊2，239頭 (67，170kg)

で、総額はそれぞれ31，290，000Fcfa.22，390，000Fcfa 

であった。数字に不明瞭な点があるのは後述の理

由によるo 1984年のラクダの輸出数が極端に少な

いのは周年の西アフリカ一帯の早魅による影響も

考えられる O

ラクダはガオの家畜市場で一頭あたり， 100，000 

"-' 150，000Fcfa，羊は一頭あたり 15，000"-'25，000 

Fcfaで取引されているが，税関の示す価格は前

述の数字よりラクダが一頭あたり35，000Fcfaで，

羊は一頭あたり 10，000Fcfaで、あった。これは言う

までもなく表向きの価格表示である。というのは，

ラクダは一頭あたり，関税として購入価格の 8%

の支払いが義務づけられているので，購入価格が

10，000Fcfaとすると8，000Fcfaを支払わねばなら

なし、。 35，000Fcfaとすると， 2，800Fcfaとなり，

一頭あたり5，200Fcfa安くなり，輸出促進に役立

つという理由からである O ラクダの一頭あたりの

売却値はアルジエリアでは200，000"-'300， OOOFcf a 

となり，羊は一頭あたり30，000"-'50，000Fcfaにな

るとし1うO

さて，アドラル・エルゴレア・インサラー・タ

マンラセットなどでデーツを購入したアルジエリ

ア商人はサハラ越えで， これを自ら輸送するか，

もしくは輸送業者に委託するO ガオの税関では，

マリの通関業者が手続きを代行し，関税の支払い

を済ませた後，ガオの市場で商人に売却する。時

には10tのデーツと，獣医によって健康証明済み

の6"-'10頭のラクダか， もしくは30"-'60頭の羊，

或は 3頭のラクダと30頭の羊とのTroc(物々交

換)が行われる場合もあるという O 帰路のトラッ

クにはラクダが羊， もしくは双方が積み込まれ，

出国時には再び税を支払い，警察で出国証明を得

て，アルジエリア側へ輸送されるo レガン， タマ

ンラセットの税関で入国税を支払った後，各地の

家畜市場で売却される O アルジエリア側でも同様

なTrocが行われる場合も多いという O

税関に登録された，マリーアルジエリア間の輸

送にあたるトラックの所有者は， 86年現在で97名

で，そのうち73名がガオーアドラル間の， 24名が

ガオータンラセット間の交易に従事しているとい

うo ONTで入手したマリーアルジエリア間の商

品輸送に従事する67名のトラックの所有者の名簿

をもとに，当時ガオに滞在していた10数名に聞き

とり調査を繰り返した結果，そのトラックの所有

者は輸送業者兼運転手，輸送専門の業者(運転手

を雇う)，商人兼輸送業者(運転手を雇う)の 3

つのパターンに分けられることがわかった。これ

に商人(トラックは所有していないが，輸送業者

に委託して交易に参加)を加えると， ほぼ100人

前後が， このガオを拠点として，現在のサハラ縦

断交易に従事していることになる。大半がガオ在

住のアルジエリア人である。 1986年末現在で，ガ

オの市役所に登録された，定住のアルジエリア人

は34世帯約400人である O 彼らはガオとアドラル

双方に家をもつものも居れば，ガオにはガレージ

だけを持ち，知り合いのところへ寄宿するものも

いるO また親子兄弟で仕事を営むものも多いとい

うO アルジエリア人の出入国はガオにあるアルジエ

リア領事館を通す必要がなく，その移住の詳細は

把握されていないので，その正確な数字を引き出

すのは至難である O

第 2表の上段は1984年から1986年にかけてガオ

を出てアドラル(()内はタマンラセット)に向

かったトラックの数からみた月別の輸送状況であ

る 0986年は 1月から11月まで)。下段は積み荷

を空にしてアドラル， タマンラセットへ向かった

トラックの数である(出発時にONTに登録され

たもの)。また1985年と1986年については，警察

署に登録された数字もあるので参考までに第3表

に記しておく O
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1984年にはアルジエリアへ向かった総数128台

のうち19台が. 1985年には183台のうち20台が，

1986年には142台のうち 7台が積み荷を空にして

出国しているが， これはデーツの売却のみを目的

として入ってきたアルジエリアのトラックであるO

その他は全て20，.....，100頭(平均して30頭)の羊，

もしくは 8，.....，20頭(平均して12頭)のラクダを積

載してアルジエリアへ向かっている O

また，アルジエリアからマリへ入国してくるト

ラックの数は. ONTでは1986年の 8月，.....，11月の

分しか提示してもらえなかったが，それによれば

8月-5台. 9月一 3台.10月-16台.11月-53

台であった。各トラックには平均して310，.....，320袋，

約20tのデーツが積載されているO 第2表の出国の

トラック数のデーターと併せてみれば10"""'12月に

出入りするトラックの数が多くなっていることが

わかるO これはアルジエリア側でのデーツの収穫

期にあたるためである。また逆に 6月から 9月に

かけてのトラ y クの出入国数が少ないのは，雨期

に入り，とくにマリ側の砂漠の走行条件が悪化す

るためである。それでもトラックの性能向上のた

め，以前よりこの時期の往来は増えているとL寸。

インフォマートは一様に，以前は良い仕事だった

が現在は競争が激しくなり苦しいと訴えていた。

1984年には 3台のトラックが政府の認可を受け

て， ピーナッツを計48tアルジエリアへ輸送して

いるO 当然のことながら，このことはニジエール

と同じくマリでも経済的相互依存関係が，砂漠と

サへル，サバンナを結ぶ交易のネットワークの連

鎖の中にあることを示しているO

しかし，以上のデータの拠り所としたONTや

税関は先述のように，主としてガオ在住のアルジエ

リア人のトラックの所有者の動向を完全に把握し

ておらず，警察署への届出制も形だけのものであ

るため，正確な統計をとることは難しし、。

この不完全さを補正するため，聞き取り調査を

繰り返したのではあるが. rマリ側からの自由交

易の要望をアルジエリア側が受け入れないjとい

う理由から，かなりの量の密輸が横行しているこ

とが，その大きな障害とならざるを得なかった。

とくに，アルジエリア側から密輸でもたらされ

る商品で需要の高いものは，キューパから輸入さ

れた砂糖，中国からの茶， フランスからのセッケ

ンなどである。

先述のONTで手に入れたリストの67人のトラッ

クの所有者のうち，筆者の調査期間中にガオに滞

在していた数名から聞いたところによれば， この

うち何人かは，アルジエリア側で密輸が露見し，

現在アルジエリア側の刑務所で服役中とのことで

あった。

密輸業者たちはデーツを積んだトラックの荷台

の下に商品を隠したり，速くて小回りのきくトヨ

タのランドクルーザーや， 日産のパトロールを使

用し，ガオーアドラル， タマンラセット聞を片道

2，.....， 3日で往復するという O

おわりに

調査実施中にはインフォマートが回答を拒否し

たり，また中には筆者がインタヴュウアーではな

くインスベクターのようにみなして，疑い深い姿

勢で対応することもあり，現状を完全に把握する

ことは非常に困難であることを思い知らされた。

第 2表 ガオーアドラル(タマンラセット)の月別輸送状況(トラックの数) -ONT 

石¥¥1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

1984 9 13(2) 9(5) 7 。7 13 1(1) 19 23 14 120 (8) 

3 1(5) 16 。 2 14 (5) 

1985 11 9(3) 21 19 2 10 12 13 3(1) 18 17(5) 22 176 (7) 。 3 11 。3 2 (1) 4(1) 18 (2) 

1986 19 22(4) 21 (1) 19 。0(3) 9 6(1) 2(1) 6 16 132(10) 。 (1) 。 (1) 。(1) (1) 。 1 3 (4) 

第 3表 ガオーアドラル(タマンラセッ ト) の月別輸送状況(トラックの数) -Police 

9 



しかし，近年減衰の一途をたどっているかのよ

うにとらえられている現在のサハラ縦断交易が，

マリの経済全体の一角を支えているため，今後統

計をベースにしたさまざまな政策決定のために常

に正確な交易の基本的データの集計が必要と思わ

れる O 同時に今後のマリーアルジエリア，ニジエー

ルーアルジエリア， リビアなど国家間の政策決定

が，将来のサハラ縦断交易の盛衰を方向づ、ける大

きなファクターともなってこよう O
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